
（法第２８条第１項関係）

令和４年度事業報告書

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

特定非営利活動法人

世界遺産長崎チャーチトラスト

１ 事業の成果

１）長崎の教会群に関する研究・調査、啓発及び交流事業

(1)世界文化遺産である「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」及びこれに準

じる資産が有する資料の内、令和２年度から実施していた「ド・ロ版画」の「歴

史的価値・修復過程と結果」等に関する公開講座を開催した。

(2)フィリピンからの巡礼団に対し、「 二十六聖人ミサ」への参加を促し、「 巡礼コー

ス（時津～浦上～西坂）踏破」、及び地元関係者との交流事業を実施した。

その結果、(1)については、NHK 海外向け教育番組で放映。(2)については、次年度

以降も継続的参加の方向性がほぼ確立された。

＊NHK 海外番組名：「眠りから目覚めた最後の審判～修復の全貌～」

２）教会と周辺環境の整備・保存に関する支援事業

(1)長崎大司教区や行政等との連携のもと配置（平成２５年３月～）している「教会

守」を継続して配置し、周辺 area の環境整備・保存に関する情報の収集を継続

して行った。

(2)その他、「教会守」からの定期報告に基づき、必要な教会周辺の環境整備のため、

簡易な補修工事や清掃活動を支援した。

３）秩序と品格のある活用と地域活性化に関する企画・支援事業

(1)「教会守」の配置に伴う教会見学「事前連絡（予約）」は、８割を超える状況で

ある。

(2)平成３０年７月の世界文化遺産に登録後の「教会見学者の大幅な増加によるト

ラブル」防止のため、継続して見学マナーの周知徹底を図っている。



４）情報発信・広報活動等

(1)インフォメーションセンター内の展示物（パネル、教会模型等）の保全、構成資

産へのアクセスマップの更新、パンフレットの充実等を随時実施した。

(2)三年ぶりに大浦天主堂教会コンサートの開催、その他旅行会社（修旅学校含む）

との交流を通じて、世界遺産・関連遺産の啓発・周知に努めた。

５）大浦天主堂キリシタン博物館の運営

(1)平成３０年度に設置された「大浦天主堂 キリシタン博物館」の運営を引き続き

カトリック大司教区から受託し、その管理運営にあたった。

＊企画展等

・ザビエルの足跡（Ｒ４．６．２９～８．３１）

・長崎元和の大殉教４００周年展

信仰のあかし―キリシタンの試練と栄光―（Ｒ４．１０．５～Ｒ５．１．９）

・サントスと呼ばれた聖人たち（Ｒ５．１．１４～３．５）



２ 事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

①••• 長崎の教会群に関する研究・調査、啓発及び情報の交流・発信事業

②••• 教会と周辺環境の整備・保存に関する支援事業

③••• 秩序と品格のある活用と地域活性化に関する企画・支援事業

④••• 長崎の教会群を守る基金の募集・造成事業

⑤ 大浦天主堂キリシタン博物館運営事業

(千円)

①について 調査研究事務費 年間 各地域 ７名 644

出津・大野 来場者数

江上・旧五輪
167,930人

教会清掃 随時
江上・旧五輪ほ

か各教会
約200
名

参加者多数 71

④について
長崎の教会群を守るサ
ポート制度の周知

随時
チャーチトラス
ト及びホーム

ページ
1名 県民・事業者 180

入館者数
330,696人

計 88,606

事業費 支出額 88,606

76,414

15名年間

⑤について

大浦天主堂キリシタン博物
館運営受託事業（含む博
物館単独「調査研究事

業」）

年間
大浦天主堂キリシ
タン博物館

8名

事業費の
金 額

11,297
②及び③に

ついて

受益対象者の範
囲及び人数

実施場所実施日時
定款の
事業名

事 業 内 容
従事者
の人数

教会守の配置












